








各部の名称

カッター
カッターがボトル台に
しっかりとはまっている
ことを確認してください。
刃は鋭利になっています
ので、ご注意ください。

安全装置
ボトル台の凸部分(白い部分)
で押されていないと、回転ボ
タンを押しても運転しません。
凸部分が出ていないときは、
指で引き出してから使用して
ください。
(ボトル取り付け:P5参照)

凸部分

付属品のふたに取り換えて
保存したり、ケースに入れて
持ち運ぶことができます。

ボトル

ボトル台

本  体

必ず、280mL以下で
使用してください。

電源コード

取り付け/
取り外しマーク

取り付け

取り外し

280mL

電源プラグ
水をつけたり
汚さないでください。

ゴム脚
本体を安定させるために
吸盤になっています。
本体を移動させる際は
注意してください。

付属品

ふた
●保存・持ち運びの際に
　使用してください。
●ボトルの底についてい
　ます。

回転ボタン
押している間だけ運転します。

熱湯を入れたり、
冷凍しないでください注意





使いかた

①電源プラグをコンセントから抜いてください。

②ボトルを反時計回りに回して、本体から外して
　ください。
※ボトル台の▼印を、本体の取り付けマーク(　)に
　合わせてください。

③ボトルを逆さにしてから、ボトル台を反時計回りに
　回してボトルから外してください。

5 材料を取り出す

電源プラグは必ず抜いてください。差し込んだ
ままの場合、回転ボタンを不意に押してしまった
時に運転し危険です。注意

280mL

280mL

[使用中に運転が止まったときは]
ボトルに投入した材料が大きすぎたり、多かったり、調理できない材料（P5参照）が
入っていると、モーターを保護する保護機能が働き、運転が停止します。
このときは、次のようにしてください。

①電源プラグをコンセントから抜いてください。

②ボトルを本体から外してください。

③材料が大きかったら小さく切り直してください。
　材料が多かったら減らします。
　粘り気が多ければ水分を加えます。

④ボトルを本体にセットして、再び運転してください。

※材料を減らしてもたびたび止まることがあれば、お買い上げの販売店に相談してください。

[お願い]
●定格1分以上の連続運転はしないでください。
●1分使用ごとに20分以上休止させてください。
●ボトルが空の状態で運転させないでください。
●必ず、液体や水分の多い材料を入れてください。

280mL

保存・持ち運びの際は
ふたを使用してください。

280mL 280mL

ふた



１ 電源プラグをコンセントから抜く
お手入れの際には電源プラグは必ず抜いてください。

電源プラグをぬれた手で、抜き差ししないでください。
感電の原因になります。警告

２ お手入れをする

●柔らかい布に水を含ませ、固くしぼってからふいてください。
●台所用中性洗剤などを使用のときはその後必ず布に水(お湯)を含ませ、
　よくしぼってから拭き取ってください。そのあと乾いた布で拭いてください。

本 体

●柔らかいスポンジなどで洗って、乾いた布で拭いてください。

ボトル、ふた 使用のたびに洗ってください。

●カッターをボトル台から外す際には刃が鋭利
　になっていますので注意してください。
　カッター部分はブラシなどを使って洗ってく
　ださい。
　洗った後は、しっかりとボトル台にはめこんで
　ください。

カッター 使用のたびに洗ってください。

●シンナー・ベンジンや磨き粉などを使わないでください。
　変色・変質・劣化などの原因になります。
●カッターは鋭利なので直接手で触れないでください。
　けがの原因になります。
●食器洗い洗浄機や食器乾燥機で洗浄したり乾燥させないでください。
　煮沸消毒もしないでください。
　変形の原因になります。
●漂白剤を使用しないでください。
　変質や腐食の原因になります。

注
意

３ お手入れ後は
水気が残らないよう十分に乾燥させて、湿気の少ない直射日光の当たらない
場所に保管してください。

お手入れ








